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北
海
道
の
医
療
と
北
大
医
学
部

ー
ー
開
発
計
画
と
結
核
医
療
の
流
れ
を
中
心
と
し
て
|
|

北海道の医療と北大医学部

は

じ

め

に

医
療
と
い
う
も
の
が
極
め
て
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
今
日
、

一
O
O年
前
に
は
「
医
学
を
も
っ
て
病
気
を
癒
す
」
と
い
う
広
辞
苑
の
解

釈
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
も
の
が
、
現
在
で
は
、
健
康
増
進
、
予
防
治
療
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
各
分
野
を
包
含
し
、
救
急
医
療
、
地
域
医
療
、

包
括
医
療
等
の
概
念
を
こ
と
ご
と
く
網
羅
し
た
複
雑
広
範
な
解
釈
に
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
将
来
の
医
療
は
、
い
わ
ゆ
る
「
試
験
管
ベ
ビ
l
」
の
上

を
行
く
よ
う
な
生
命
創
造
に
ま
で
も
進
み
か
ね
な
い
こ
と
を
考
え
る
と

き
、
本
文
の
扱
う
こ
と
が
ら
は
医
療
の
対
象
あ
る
い
は
背
景
と
な
る
人

口
、
医
療
関
係
者
の
数
、
種
類
、
医
療
行
政
の
変
遷
な
ど
広
範
多
岐
に
わ
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た
ら
ざ
る
を
得
な
い
し
、
そ
の
中
に
お
け
る
北
大
医
学
部
の
寄
与
、
貢
献

に
触
れ
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
と
重
々
承
知
し
て
い
な
が
ら
も
、
あ
え
て

有

末

四

郎

禿
筆
を
駆
っ
て
い
る
こ
と
を
許
容
せ
ら
れ
た
い
。

明
治
以
前
の
医
療
施
設
、
開
拓
使
設
置
前
後
の
医
療
事
情
等
に
つ
い
て

は
記
載
を
省
略
し
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
を
通
じ
て
一

O
O年
の
聞
に
お

け
る
人
口
、
医
師
数
等
の
変
遷
に
つ
い
て
は
表
1
に
表
示
す
る
に
と
ど
め

た
。
な
お
本
文
中
氏
名
の
直
後
に
あ
る
け
内
の
数
字
は
北
大
医
学
部
卒
業

年
次
を
あ
ら
わ
す
。

1 

北
海
道
開
発
計
画
に
お
け
る
医
療
対
策

そ
の

開
拓
使
時
代
(
一
八
六
九
年

i
一
八
八
一
年
)
に
お
け
る
開
発
の
特
長

は
、
士
族
授
産
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
の
医
療
は
官
立

病
院
を
中
心
と
し
、
一
八
八
二
年
(
明
治
一
五
)
二
月
三
県
一
局
(
農
商

務
省
北
海
道
事
業
管
理
局
)
時
代
に
な
る
と
官
立
病
院
を
次
第
に
廃
止
し

て
公
立
病
院
を
設
置
し
た
。
ま
た
医
師
免
許
規
則
に
よ
っ
て
開
業
医
も
次
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人口・医師数変遷

人 人口10万対医師数数師医

明治・大正・昭和

口

表 1

77之と|
100.4 310 308，871 1886(明治19)

87.1 488 559，959 1893(明治26)

60.9 656 1，077，280 1903(明治36)

59.2 1，068 1，803，181 1913(大正 2)

65.6 1，876 2，857，501 1933(昭和的

114.9 3，742 3，257，000 1943(昭和18)

93.2 4，270 4，584，000 1953(昭和28)

89.9 4，623 5，125，000 1963(昭和38)

103.1 5，395 5，232，000 1973(昭和48)

111.9 6，039 5，.434，000 1977(昭和52)

第
に
増
加
し
、
へ
き
地
に
は
阪
地
開
業
医
制
度
も
導
入
さ
れ
た
。

一
八
八
六
年
北
海
道
庁
官
制
が
布
か
れ
て
か
ら
は
公
立
病
院
の
閉
鎖
が

起
こ
り
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
私
立
病
院
が
増
加
し
、
開
業
医
は
都
市
集
中

型
と
な
り
、
地
方
は
無
医
状
態
と
な
っ
た
。

こ
の
初
期
北
海
道
庁
時
代
は
開
拓
の
基
礎
条
件
整
備
の
時
期
で
、
次
い

で
北
海
道
十
年
計
画
(
一
九

O
一
年

1
一
九
一

O
年
)
時
代
に
入
る
が
、

医
療
関
係
で
は
一
九

O
六
年
に
医
師
法
、
歯
科
医
師
法
が
制
定
さ
れ
た
。

実
際
に
医
師
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
資
格
と
し
て
は
、

ω正
規
学
校
卒

業
者
、

ω医
術
開
業
試
験
合
格
者
、
川
W
奉
職
履
歴
に
よ
る
者
、

ω従
来
よ

り
開
業
を
認
め
ら
れ
て
い
た
者
お
よ
び
肋
限
地
開
業
医
な
ど
で
あ
り
、

ω

に
よ
る
者
は
極
め
て
少
数
で
あ
っ
た
。

第
一
期
拓
殖
計
画
時
代
(
一
九
一

O
年

1
一
九
二
六
年
)
は
未
開
地
の

処
分
が
開
発
の
特
色
と
見
ら
れ
、
土
木
万
能
主
義
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
土
木

事
業
に
重
点
が
お
か
れ
、
移
民
事
業
に
対
し
て
は
間
接
助
長
主
義
を
と

り
、
「
渡
来
移
民
の
入
地
せ
る
開
拓
部
落
に
し
て
医
薬
に
乏
し
き
僻
陣
の

地
に
医
師
を
配
置
し
、
こ
れ
に
補
助
を
与
え
て
移
民
の
医
療
に
従
事
せ
し

(
1〉
め
」
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
期
間
は
入
植
後
五
年
間
と
し
、
医
師
一
人

平
均
年
額
八

O
O円
(
後
に
二

O
O
O円
)
で
あ
っ
た
。

第
二
期
拓
殖
計
画
時
代
(
一
九
二
七
年

i
一
九
四
六
年
〉
に
入
る
と
直

接
保
護
政
策
を
と
り
、
「
拓
殖
医
及
び
拓
殖
産
婆
を
配
置
し
て
そ
の
衛
生

(
2〉

施
設
を
為
す
(
後
略
)
」
と
明
示
さ
れ
、
嘱
託
医
(
巡
回
医
〉
な
ど
の
施
策



も
と
ら
れ
て
成
果
を
挙
げ
た
。

2 

北
海
道
の
医
学
教
育
と
北
大
医
学
部
創
設

北潟道の医療と北大医学部

一
八
七
二
年
(
明
治
五
)
函
館
病
院
で

エ
ル
ド
リ

γ
ヂ
の
指
導
に
よ
る
開
拓
使
医
学
校
が
で
き
、
函
館
病
院
仮
医

学
所
、
県
立
函
館
医
学
校
、
函
館
病
院
附
属
医
学
講
習
所
等
と
な
っ
て
一

八
八
八
年
ま
で
続
け
ら
れ
、
札
幌
で
は
一
八
七
二
年
仮
医
学
所
が
で
き
た

が
一
八
七
四
年
三
月
廃
校
と
な
っ
た
。

一
八
八

O
年
(
明
治
二
三
八
月
、
札
幌
農
学
校
教
頭
代
理
ホ
イ
l
ラ

ー
は
「
札
幌
農
学
校
に
尋
常
医
学
の
初
科
を
講
義
し
、
札
幌
病
院
を
内
、

外
両
科
の
現
術
学
校
と
し
云
々
」
と
説
い
た
意
見
書
を
提
出
し
て
い
る
が

実
現
は
し
な
か
っ
ハ
的
ド
し
か
し
、
こ
う
し
た
思
想
が
後
年
北
大
医
学
部
創

設
へ
の
蔚
芽
と
な
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
蔚
芽
の
上
に
、
幾
度
か
の
起
伏
を
経
て
、
ま
ず
一
八
九
七
年
(
明

治
三

O
)
の
札
幌
医
学
校
創
設
計
画
、
一
九
一
二
年
に
は
北
海
道
医
学
専

門
学
校
の
設
立
が
建
議
さ
れ
た
。
北
海
道
帝
国
大
学
創
設
に
伴
う
医
学
部

設
立
案
は
一
九
一
六
年
に
決
定
さ
れ
、
一
九
一
九
年
、
勅
令
第
一
一
一
一
号
を

本
道
に
お
け
る
医
学
教
育
は
、

も
っ
て
医
学
部
開
設
が
告
示
さ
れ
た
。

一
九
二
六
年
(
大
正
一
五
)
三
月
三
十
一
日
第
一
期
生
が
卒
業
、
同
年
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五
月
十
四
日
北
大
創
基
五
十
周
年
祝
賀
式
に
併
せ
て
医
学
部
開
設
記
念
式

が
挙
行
さ
れ
た
。
開
設
初
期
の
卒
業
生
は
、
第
一
期
よ
り
第
一

O
期
ま
で

い
ず
れ
も
五
九
名
な
い
し
六
九
名
、

た。

一
O
期
間
の
合
計
六
三
八
名
で
あ
っ

北
海
道
に
お
け
る
医
師
の
資
質
は
北
大
医
学
部
の
開
設
に
従
っ
て
著
し

く
向
上
し
、

一
九
一
九
年
(
大
正
八
〕
に
は
学
校
卒
業
者
で
あ
る
医
師
が
全

体
の
五
一
%
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
一
九
コ
二
年
に
は
七
四
%
に
達
し

た
。
そ
の
後
は
年
を
経
過
す
る
に
従
っ
て
大
学
ま
た
は
医
専
卒
業
者
の
み

に
お
き
か
え
ら
れ
た
の
は
当
然
で
あ
る
が
、

一
九
三
九
年
、
日
支
事
変
の

紘
大
に
従
っ
て
、
軍
医
養
成
を
当
面
の
課
題
と
し
て
設
置
さ
れ
た
北
大
臨

時
医
専
(
後
に
北
大
医
専
)
次
い
で
樺
太
医
専
、
道
立
女
子
医
専
の
開
設

に
よ
っ
て
急
増
し
た
。
さ
ら
に
一
九
五

O
年
に
は
女
子
医
専
に
か
え
て
道

立
札
幌
医
科
大
学
が
新
設
さ
れ
た
。
さ
ら
に
第
二
期
北
海
道
総
合
開
発
計

画
に
基
づ
い
て
一
九
七
二
年
に
は
旭
川
医
科
大
学
の
開
設
と
な
っ
た
。

か
く
し
て
一
九
七
七
年
(
昭
和
五
二
〉
現
在
北
海
道
内
に
登
録
さ
れ
て

い
る
医
師
中
、
北
大
医
学
部
、
同
医
専
、
樺
太
医
専
を
含
め
三
二
一
八
名

と
総
数
の
五
三
%
を
占
め
、
札
幌
医
大
、
女
子
医
専
を
含
め
道
内
医
育
機

関
出
身
者
は
四
四
八
二
名
と
全
体
の
七
四
・
二
%
を
占
め
て
い
る
。

3 

北
海
道
開
発
計
画
に
お
け
る
医
療
対
策

そ
の

医
療
機
関
の
状
況

(1) 
(1) 

1 

一
般
病
院
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北
大
医
学
部
開
設
当
時
ま
で
に
道
内
に
存
在
し
て
い
た
病
院
に
は
、
一

八
六

O
年
(
寓
延
一
忍
開
設
の
市
立
函
館
、
一
八
六
九
年
開
設
の
市
立
札

幌
の
ほ
か
町
立
根
室
、
町
立
厚
岸
、
市
立
室
蘭
等
の
開
拓
当
初
か
ら
続
い

て
い
た
も
の
、
明
治
末
期
に
な
っ
て
で
き
た
北
炭
夕
張
、
王
子
製
紙
、
室

蘭
日
鋼
、
三
井
砂
川
の
企
業
体
病
院
や
札
幌
の
天
使
病
院
等
が
あ
り
、
大

正
年
聞
に
な
っ
て
は
、
札
幌
鉄
道
、
旭
川
日
赤
、
札
幌
逓
信
、
小
樽
済
生

会
、
函
館
済
生
会
、
帯
広
市
立
、
三
菱
美
唄
炭
鉱
病
院
等
が
設
置
さ
れ

た

北大百年の諸問題

昭
和
に
入
っ
て
か
ら
は
北
大
病
院
医
局
の
充
実
に
つ
れ
て
、
地
方
医
療

機
関
特
に
地
方
自
治
体
立
の
病
院
が
、
続
々
と
開
設
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
北
大
医
学
部
卒
業
生
の
地
域
医
療
へ
の
進
出
が
め
ざ
ま
し
く
な
っ
て

き
た
。
す
な
わ
ち
、
町
立
岩
見
沢
、
市
立
小
樽
、
市
立
旭
川
、
町
立
寿

都
、
町
立
留
萌
、
町
立
滝
川
、
深
川
他
人
カ
町
村
組
合
立
(
後
に
市
立
深

川
)
、
奈
井
江
協
済
(
後
に
町
立
)
、
町
立
名
寄
、
町
立
砂
川
お
よ
び
町
立

美
唄
等
が
設
立
さ
れ
、
市
立
小
樽
を
除
き
そ
れ
ぞ
れ
北
大
卒
業
生
が
病
院

長
と
な
っ
た
。

企
業
体
関
係
の
病
院
と
し
て
は
住
友
奔
別
、
三
菱
大
夕
張
、
日
鉄
、
住

友
芦
別
な
ど
が
で
き
た
。
北
海
道
社
会
事
業
協
会
は
札
幌
、
小
樽
、
函
館

を
済
生
会
よ
り
引
き
継
ぎ
、
帯
広
、
余
市
、
岩
内
、
稚
内
、
富
良
野
を
開

設
、
洞
爺
愛
国
病
院
を
引
き
継
、
ぎ
、
日
赤
も
ま
た
、
北
見
、
浦
河
、
伊

達
、
小
清
水
、
釧
路
等
を
新
、
増
設
し
北
大
卒
業
生
を
中
心
に
運
営
し

た

一
九
四

O
年
(
昭
和
一
五
)
に
結
成
さ
れ
た
北
海
道
農
業
協
同
組
合
連

合
会
(
現
在
の
厚
生
連
)
は
既
に
設
立
さ
れ
て
い
た
上
湧
別
を
併
せ
、
遠

軽
、
旭
川
、
沼
田
、
喜
茂
別
、
網
走
、
倶
知
安
、
帯
広
等
を
新
設
し
た
。

こ
の
よ
う
に
公
的
病
院
と
大
企
業
に
よ
る
病
院
が
設
立
さ
れ
て
終
戦
を

迎
え
た
。
終
戦
後
昭
和
二
十
年
代
に
は
、
新
設
五
六
中
三
二
が
市
町
村
立

で
あ
り
、
昭
和
三
十
年
代
に
は
五

O
施
設
増
設
う
ち
半
数
が
市
町
村
立
で

あ
っ
た
。

精
神
病
院
は
戦
前
戦
中
に
お
い
て
は
私
立
病
院
に
依
存
し
て
い
た
が
、

北
海
道
開
発
庁
の
第
一
次
総
合
開
発
計
画
に
よ
り
、
衛
生
行
政
の
重
点

を
、
一
、
保
健
所
の
整
備
拡
充
、
二
、
無
医
村
対
策
、
三
、
結
核
対
策
、

四
、
医
療
機
関
整
備
の
四
項
目
と
決
め
、
精
神
病
院
に
つ
い
て
も
そ
の
充

実
を
計
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
五
五
年
に
は
本
道
の
推
定
精
神
障
害
者

二
一
万
人
、
要
入
院
患
者
数
一
万
五

O
O
O人
と
見
ら
れ
て
い
た
が
、
一

九
五
六
年
現
在
施
設
数
一
入
(
う
ち
国
立
一
、
道
立
二
、
市
立
一
ニ
、
そ
の

他
一
ご
)
、
病
床
数
二
、
三
一
五
と
一
九
五
一
年
末
に
比
し
、

七

九

床
の
増
を
見
て
い
る
。

ω
i
2
国
立
病
院

現
在
の
国
立
札
幌
病
院
は
札
幌
陸
軍
病
院
か
ら
一
九
四
五
年
(
昭
和
二

O
)十
二
月
一
日
厚
生
省
に
移
管
さ
れ
た
も
の
で
二
九
五
二
年
か
ら
現
在

地
に
移
り
一
九
六
八
年
北
海
道
地
方
が
ん
セ
ン
タ
ー
と
し
て
性
格
付
さ
れ



た
。
国
立
函
館
病
院
は
、
函
館
要
塞
病
院
か
ら
国
立
に
移
管
さ
れ
た
も
の

が
国
立
函
館
療
養
所
と
統
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
国
立
弟
子
屈
病
院
は

医
療
団
奨
健
寮
よ
り
国
立
療
養
所
l
国
立
病
院
と
な
っ
た
も
の
で
地
区
病

院
の
性
格
を
も
っ
。
国
立
療
養
所
に
は
結
核
対
策
の
項
で
述
べ
る
も
の
の

他
、
登
別
温
泉
療
養
所
が
あ
っ
た
が
、
国
立
登
別
病
院
と
合
併
し
て
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
主
体
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
国
病
は
四
者
四
様

北源道の医療と北大医学部

の
性
格
付
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

国
立
病
院
療
養
所
を
指
導
監
督
す
る
機
関
と
し
て
、
北
部
軍
軍
医
部
に

由
来
す
る
厚
生
省
医
療
局
北
海
道
出
張
所
は
、
医
務
出
張
所
を
経
て
北
海

道
地
方
医
務
局
と
な
り
道
衛
生
部
と
タ
イ
ア
て
フ
し
て
地
方
医
療
運
営
の

中
心
と
た
っ
て
い
る
。
そ
の
局
長
は
北
大
七
期
の
有
末
四
郎
が
二
三
年
弱

の
勤
続
の
後
、
小
坂
↓
与
を
経
て
現
佐
々
木
裕
雄
が
勤
め
て
お
り
、
代
々
地
方

医
療
機
関
整
備
審
議
会
長
に
、
選
任
さ
れ
て
い
る
。

ωー
3

保

健

所

一
九
五
六
年
(
昭
和
三
一
)
末
現
在
道
立
四
五
、
市
立
回
が
整
備
さ
れ

て
い
た
が
そ
の
後
札
幌
市
の
膨
脹
に
伴
い
そ
の
数
市
立
九
と
な
っ
た
の
み

で
道
立
に
つ
い
て
は
変
化
は
な
い
。

(1) 

4 

へ
き
地
医
療
対
策
と
し
て
の
巡
回
診
療

北
大
医
学
部
創
設
以
来
、
臨
床
各
科
の
教
授
助
教
授
を
始
め
医
局
員
た

"g:z:ラ

ち
を
中
心
と
L
て
無
医
地
区
巡
回
診
療
が
計
画
さ
れ
、
北
大
、
新
聞
社
、

日
赤
等
の
主
催
す
る
診
療
班
が
へ
き
地
に
赴
き
、
そ
の
地
の
患
者
に
起
死

回
生
の
機
会
を
与
え
た
こ
と
は
、
枚
挙
に
逗
な
い
位
で
あ
り
、
冷
害
、
凶

作
の
年
な
ど
に
お
け
る
住
民
と
の
精
神
的
交
流
に
は
涙
ぐ
ま
し
い
も
の
が

あ
っ
た
。
一
九
四
一
年
秋
、
有
馬
英
二
の
「
無
医
村
診
療
を
了
え
て
」
と

題
す
る
短
歌
「
診
療
を
終
え
て
荷
馬
車
で
帰
り
け
り
玉
萄
黍
も
実
ら
ぬ
秋

を
」
に
医
療
者
と
対
象
の
聞
に
流
れ
る
人
間
性
が
感
じ
ら
れ
る
。

医
師
総
数
は
増
加
し
、
交
通
網
は
整
備
さ
れ
て
も
、
医
療
の
原
則
が
公

的
医
療
機
関
と
開
業
医
の
二
本
建
で
あ
り
、
後
に
述
べ
る
よ
う
な
国
民
皆

保
険
体
制
の
中
で
は
、
自
由
診
療
の
な
い
開
業
は
診
療
圏
の
最
低
住
民
数

を
必
要
と
す
る
。
こ
の
た
め
本
道
の
よ
う
な
二
戸
当
た
り
の
必
要
面
積
の

広
い
農
林
業
者
が
多
い
地
帯
で
は
開
業
医
は
成
立
し
な
い
。
し
た
が
っ
て

へ
き
地
診
療
所
の
増
設
は
行
わ
れ
て
も
、
そ
こ
に
固
定
す
る
医
師
を
確
保

す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
な
状
態
の
ま
ま
推
移
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る。
(2) 
(2) 
結
核
対
策戦
前
の
結
核
対
策
の
概
要

我
が
国
の
結
核
対
策
が
制
度
化
さ
れ
始
め
た
の
は
明
治
後
期
と
目
さ
れ

一
八
九
九
年
(
明
治
一
一
一
一
一
〉
の
全
国
的
調
査
に
よ
れ
ば
、
結

て
い
る
が
、

核
死
亡
総
数
(
以
下
⑧
と
略
記
)
六
万
六
四
一
入
、
人
口
一

O
万
対
死
亡

率
(
以
下
⑧
と
略
記
〉
一
五
三
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
本
道
に
お
け
る
一

九

O
三
年
の
⑧
一
六
二

O
、
⑧
一
五

0
・
四
と
本
州
よ
り
や
や
低
い
が
、

そ
の
後
こ
の
⑧
は
急
増
し
て
一
九

O
五
年
に
は
一
九
六
・
二
を
示
し
て
い
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w
h
v

。こ
の
よ
う
に
本
道
の
結
核
死
亡
数
は
著
し
く
増
加
し
、
一
九
二
六
年

(
大
正
一
五
〉
に
は
全
国
の
⑧
一
一
万
三

O
四
五
、
⑧
一
八
六
・
一
に
対

し
、
本
道
の
⑧
五
一
八
九
⑧
二
二
一
、
さ
ら
に
一
九
三
五
年
に
は
全
国
⑧

一
一
一
一
万
一
二
五
一
、
⑧
一
九

0
・
一
に
対
し
て
木
道
は
、
⑧
七
三
九
六
、

⑧
二
四
一
・

O
と
激
増
し
、
最
高
値
を
示
し
た
一
九
四
三
年
に
は
、
全
国

⑧
一
七
万
一
四
七
三
、
⑧
二
三
五
に
対
し
て
木
道
は
⑧
九
九
三
五
、
⑧
二

九
七
・
四
と
驚
く
べ
き
激
増
ぶ
り
を
示
し
、
本
道
の
結
核
患
者
数
は
全
国

平
均
を
迄
か
に
上
廻
っ
て
全
国
で
常
に
一
、
二
位
を
占
め
て
い
た
の
で
あ

る。

北大百年の諸問題

明
治
末
期
か
ら
大
正
末
期
ま
で
は
、
畜
牛
結
核
対
策
と
略
疾
の
路
上
略

出
禁
止
等
の
施
策
に
止
ま
っ
て
い
た
結
核
対
策
は
、
一
九
一
九
年
(
大
正

八
)
旧
結
核
予
防
法
の
制
定
に
よ
り
、
人
口
一

O
万
以
上
の
都
市
に
結
核

療
養
所
を
設
立
す
る
等
の
施
策
が
行
わ
れ
、
逐
次
発
展
し
た
。
た
だ
、
結

核
治
療
学
が
暗
中
模
索
の
状
態
で
あ
り
、
大
気
、
日
光
、
忍
耐
、
資
金
と

か
、
あ
る
い
は
大
気
、
安
静
、
栄
養
の
三
原
則
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
当
時

の
療
養
所
は
、
積
極
的
治
療
の
場
と
し
て
よ
り
は
、
患
者
隔
離
を
主
眼
と

し
、
し
た
が
っ
て
、
重
症
患
者
が
死
を
目
前
に
し
て
の
、
収
容
所
の
観
が

あ
っ
た
。
昭
和
に
入
る
と
結
核
対
策
と
し
て
①
集
団
検
診
に
よ
る
息
者
の

発
掘
、
②
感
染
源
の
隔
離
、
③
栄
養
の
改
善
、
後
に
④
免
疫
の
賦
与
が
考

え
ら
れ
、
具
体
的
手
段
と
し
て
、
健
康
相
談
所
|
保
健
所
の
設
立
、
療
養

所
の
設
立
|
病
床
の
増
加
(
整
備
)
が
重
点
的
に
行
わ
れ
た
。
戦
後
に
入

る
や
、
患
者
収
容
施
設
の
増
加
、
治
療
法
の
闘
期
的
改
善
は
、

B
・
C
-

G
接
種
の
法
制
化
に
よ
る
侵
透
と
相
侯
っ
て
死
亡
率
の
半
減
患
者
数
の

激
減
を
も
た
ら
し
た
。

ω
1
2
北
大
有
馬
内
科
の
貢
献
と
治
療
法
の
改
善

北
大
で
は
有
馬
英
二
教
授
が
第
一
内
科
教
室
開
設
以
来
、
結
核
の
治
療

研
究
に
努
力
し
、
一
九
二
三
年
(
大
正
一
二
)
北
海
道
医
学
雑
誌
第
一
年

第
一
号
に
「
肺
結
核
の
分
類
と
治
療
方
針
」
を
発
表
、
引
続
い
て
多
く
の

研
究
を
行
っ
た
が
、
中
で
も
「
X
線
遠
距
離
撮
影
の
研
究
」
を
始
め
、

「
立
位
断
層
撮
影
装
置
」
(
山
田
豊
治
、
佐
藤
定
雄
)
、
「
移
動
式
間
接
撮

(
有
馬
英
二
、
笠
井
義
男
)
等
に
よ
っ
て
集
団
検
診
に

影
装
置
の
完
成
」

つ
い
て
の
手
法
を
開
発
し
結
核
蔓
延
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め

た
。
す
な
わ
ち
前
述
の
全
国
に
比
し
て
著
し
く
高
い
結
核
の
蔓
延
を
、
的

北
方
寒
冷
の
地
で
あ
る
た
め
の
、
気
候
、
生
活
環
境
、
寒
地
共
通
の
冬
期

間
密
閉
生
活
に
よ
る
家
族
感
染
お
よ
び
抵
抗
力
の
減
弱
、
帥
本
道
が
結
核

処
女
地
帯
で
あ
る
こ
と
、
付
原
住
民
た
る
ア
イ
ヌ
人
の
体
質
の
民
族
的
差

違
に
よ
る
こ
と
等
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
し
て
一
九
二
六
年
を
手

始
め
に
、
各
地
の
原
住
民
に
対
す
る
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
、
胸
部
X
線
診

断
お
よ
び
調
査
等
を
行
い
、
こ
れ
を
青
年
、
一
部
住
民
に
も
及
ぼ
し
た
。

ま
た
、
職
業
態
様
、
経
済
状
態
、
生
活
態
様
と
関
連
し
て
結
核
の
疫
学
的

調
査
を
行
い
、
そ
の
基
礎
に
た
っ
て
一
九
四
一
年
、
北
方
結
核
研
究
会
を
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創
設
、
こ
れ
を
中
心
に

B

・
C
-
G
の
研
究
に
取
組
み
、
遂
に

B

・
C
-

G
接
種
の
実
施
に
ま
で
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

ω
1
3
結
核
療
養
所

A

公
立
結
核
療
養
所
一
九
二
五
年
(
大
正
一
四
)
、
函
館
市
立
療
養
所

の
創
設
に
後
れ
る
こ
と
六
年
に
し
て
札
幌
市
立
、
さ
ら
に
七
年
後
、
一
九

三
八
年
は
旭
川
市
立
、
次
い
で
一
九
四
三
年
小
樽
市
立
が
何
れ
も
五

O
乃

至
六

O
床
を
も
っ
て
始
め
ら
れ
、
同
年
道
立
帯
広
療
養
所
が
設
立
さ
れ
た

が
、
何
れ
も
日
本
医
療
団
の
設
立
に
伴
っ
て
問
団
療
養
所
と
し
て
運
営
さ

れ
た
。
医
療
団
は
さ
ら
に
国
民
体
力
法
に
よ
る
健
民
修
錬
所
と
呼
応
し

て
、
「
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
」
自
然
陽
転
者
と
虚
弱
者
を
収
容
佼
復
さ
せ

る
た
め
の
奨
健
寮
を
開
設
し
た
。
そ
れ
ら
は
函
館
、
湯
の
川
、
札
幌
、
小

樗
、
旭
川
中
央
、
旭
川
西
、
美
幌
、
弟
子
屈
の
各
施
設
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
中
、
療
養
所
全
部
と
、
奨
健
寮
の
中
、
美
幌
、
弟
子
屈
は
国
立
療
養
所

に
、
札
幌
は
道
立
幌
西
療
養
所
に
、
旭
川
中
央
も
道
立
療
養
所
白
雲
荘
と
な

り
、
小
樽
は
道
立
小
樽
病
院
に
、
そ
の
他
は
廃
止
等
と
な
っ
た
。

国
立
結
核
療
養
所
一
九
三
八
年
(
昭
和
二
三
軍
事
保
護
院
に
よ

B っ
て
創
設
さ
れ
た
傷
漢
軍
人
北
海
道
第
一
療
養
所
(
七
飯
町
)
と
一
九
四
二

年
札
幌
市
白
川
に
で
き
た
向
第
二
療
養
所
は
と
も
に
定
床
入

O
O床
を
も

っ
て
結
核
治
療
の
基
幹
と
な
っ
た
。
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国
立
療
養
所
は
こ
の
二
施
設
の
他
日
本
医
療
団
所
管
の
前
出
七
ヵ
所
を

併
せ
、
さ
ら
に
国
立
病
院
か
ら
転
換
し
た
十
勝
、
稚
内
、
旭
川
病
院
、
八

雲
病
院
お
よ
び
一
九
五

O
年
、
見
返
り
資
金
に
よ
っ
て
開
設
し
た
名
寄
療

養
所
の
一
四
カ
所
定
床
三
七

O
Oを
も
っ
て
結
核
医
療
に
貢
献
し
て
い

た。

そ
の
他
の
結
核
療
養
所
戦
後
結
核
死
亡
数
の
激
減
、
治
療
法
の
進

展
に
伴
い
結
核
対
策
は
一
一
層
活
発
に
な
り
、
病
床
の
増
加
気
運
が
移
済
と

し
て
起
こ
り
、
特
に
大
企
業
と
そ
の
健
康
保
険
組
会
は
先
を
競
っ
て
療
養

所
の
建
設
に
乗
り
出
し
た
。
ま
ず
一
九
五

O
年
(
昭
和
二
五
)
、
全
国
社

会
保
険
組
合
連
合
会
は
中
央
病
院
を
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
は

幌
南
病
院
を
、
そ
れ
ぞ
れ
二
五

0
1三
O
O床
を
も
っ
て
整
備
し
、
そ
の

他
北
海
道
電
力
K
K
、
日
本
通
運
、
三
菱
鉱
業
、
三
井
美
唄
鉱
業
所
は
そ

れ
ぞ
れ
五

O
床
前
後
の
小
施
設
を
整
備
し
、
健
康
管
理
、
結
核
撲
滅
に
努

力
し
た
。
そ
の
結
果
一
九
六

O
年
に
は
結
核
有
病
者
数
一
八
万
一

0
0
0

人
、
要
医
療
一
一
万
九

O
O
O人
に
対
し
、
施
設
数
回

O
、
病
床
数
七
一

0
0、
一
般
病
院
の
結
核
病
床
を
合
せ
一
万
二
六
五
四
床
と
な
っ
た
。

ωー
4
結
核
対
策
を
中
心
と
し
た
北
海
道
の
衛
生
行
政
の
変
遷

本
道
の
衛
生
行
政
は
国
の
方
針
に
よ
っ
て
一
九
四
六
年
(
昭
和
二
一
)

C ま
で
は
警
察
部
衛
生
課
と
し
て
監
督
行
政
の
形
を
と
っ
て
い
る
が
、

九

四
一
年
初
め
北
大
医
学
部
出
身
の
金
井
進
が
衛
生
課
長
と
な
り
、
保
健
所

を
中
心
と
し
た
結
核
、
伝
染
病
冷
健
民
対
策
に
努
力
す
る
な
ど
指
導
に
重

点
を
お
く
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
四
四
年
十
月
、
そ
れ
ま
で
逓
信
省
所
管

の
、
簡
易
保
険
健
康
相
談
所
二
五
カ
所
を
保
健
所
と
し
て
統
合
し
、
既
設
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九
、
新
設
五
を
合
せ
三

O
保
健
所
を
も
っ
て
、
業
務
内
容
も
次
第
に
広
ま

り
、
終
戦
後
の
混
乱
処
理
に
顕
著
な
業
績
を
挙
げ
る
こ
と
の
で
き
る
基
礎

を
築
い
た
。

一
九
四
七
年
(
昭
和
二
二
)
衛
生
課
は
衛
生
部
に
昇
格
し
、
金
井
は
厚

生
省
結
核
予
防
課
長
に
転
出
し
、
西
野
陸
夫
が
初
代
衛
生
部
長
に
就
任
し

た
。
そ
の
後
稲
垣
是
成
、
村
中
俊
明
、
兵
藤
矩
夫
、
千
葉
真
二
等
北
大
出

身
者
が
こ
れ
を
継
承
し
て
い
る
。
保
健
所
長
に
つ
い
て
も
、
そ
の
中
心

と
な
る
保
健
所
長
会
長
と
し
て
、
初
代
山
田
大
秋
よ
り
現
在
の
古
本
博
に

い
た
る
ま
で
、
北
大
出
身
者
が
そ
の
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
一
九
六
五
年

こ
ろ
か
ら
は
札
幌
医
大
出
身
者
を
加
え
て
医
療
行
政
の
総
合
推
進
に
努
め

て
い
る
。。|5
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結
核
、
治
療
の
進
歩

日
本
学
術
振
興
会
第
八
小
委
員
会
委
員
と
し
て
、

B・

C
-
G
研
究
に

努
め
た
有
馬
教
授
は
、
一
九
四
一
年
(
昭
和
一
六
)
以
来
B
・
C
-
G
接
種

を
企
画
し
、
金
井
進
、
有
末
四
郎
、
笠
井
義
男
、
清
水
覚
、
近
藤
角
五
郎
、
山
田

大
秋
、
原
岡
壬
吉
等
を
中
心
に
、
保
健
所
等
を
通
じ
若
年
層
に
対
し
て
実

施
さ
せ
た
。
山
田
は
、
北
部
軍
梶
井
軍
医
部
長
の
理
解
と
積
極
支
援
に
よ

っ
て
軍
隊
入
営
中
の
壮
丁
に
実
施
す
る
な
ど
、
多
大
の
成
果
を
挙
げ
た
。

」の

B・

C
-
G
接
種
の
早
期
実
現
と
そ
の
普
及
徹
底
は
、

B
-
c

G
接
種
の
法
制
化
以
前
に
果
断
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
た
め
、
本
道
の
結
核

撲
滅
に
貢
献
す
る
所
極
め
て
高
い
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
昭

和
二
十
年
代
以
後
に
お
い
て
、
日
本
西
部
各
地
方
に
比
し
て
そ
の
結
核
擢

病
率
に
特
段
の
差
違
の
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

結
核
の
治
療
は
「
結
核
菌
体
が
ワ
ッ
ク
ス
様
物
質
で
被
包
さ
れ
て
お
り

(
4〉

そ
れ
を
溶
か
す
方
法
の
な
い
限
り
は
」
と
嘆
か
れ
て
い
た
時
代
を
こ
え

て
、
ワ
ッ
ク
ス
マ
ン
に
よ
る
ス
ト
マ
イ
の
開
発
導
入
を
契
機
と
し
て
、
パ

ス
、
ヒ
ド
ラ
ジ
ッ
ド
等
々
か
ら
、
現
在
の
り
フ
ア
ン
プ
シ
ン
に
到
る
ま

で
、
盟
々
乎
と
し
て
進
歩
し
、
侵
さ
れ
た
宿
主
の
治
療
段
階
即
ち
防
禦
一

辺
倒
か
ら
、
病
原
菌
を
打
倒
す
る
攻
撃
型
と
な
り
、
加
う
る
に

B・
C
-
G

に
よ
る
免
疫
の
賦
与
な
る
一
一
一
段
構
と
な
っ
た
。
ま
た
昭
和
二
十
年
代
か
ら

三
十
年
代
前
半
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
外
科
直
達
療
法
も
、
そ
の
日
本
に
お

け
る
起
原
を
一
九
二
九
年
(
昭
和
四
〉
北
大
第
一
外
科
西
川
義
英
教
授
の

開
発
に
お
く
と
す
れ
ば
、
北
大
医
学
部
の
結
核
撲
滅
に
対
す
る
大
き
な
功

績
は
、
実
に
基
礎
医
学
、
公
衆
衛
生
学
、
治
療
医
学
の
各
分
野
に
わ
た
っ

て
い
る
。

医
療
の
概
念
が
拡
大
す
る
に
伴
っ
て
、
治
療
開
始
と
同
時
に
復
職
訓
練

を
す
る
と
い
う
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
原
則
が
通
念
と
な
っ
た
昭
和

二
十
年
代
後
半
、
結
核
に
よ
る
、
特
に
外
科
手
術
後
の
呼
吸
機
能
障
害
等

を
含
む
、
広
い
範
囲
の
障
害
者
を
対
象
に
、
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
施
設
が
設
け
ら

失れ
った
たゴ
者」
の

J¥ 

施の
設

新
ι の

注生
職 "$"

業伝
言111
練五

予最
も療
合
養
まの
れ fこ
てよ
し、
る可
。社
A 
A 

の復
よ帰
うの
な途
業を

務
は
、
社
会
福
祉
と
医
療
の
接
点
で
あ
り
、
医
療
の
終
点
と
も
一
言
い
得
る
こ
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の
仕
事
を
、
当
時
間
立
札
幌
療
養
所
長
で
あ
っ
た
宮
城
行
雄
が
担
当
し
た
。

ω
1
6
結
核
の
現
状

か
く
し
て
、
か
つ
て
は
全
国
一
の
結
核
王
国
で
あ
っ
た
本
道
も
、
暗
い

療
養
所
が
、
明
る
い
希
望
に
満
ち
た
療
養
所
に
変
貌
し
、
結
核
病
床
の
充

実、

B
・
C
-
G
接
種
を
中
心
と
す
る
予
防
対
策
の
徹
底
と
栢
侠
っ
て
、

終
戦
後
漸
次
増
加
し
た
入
院
患
者
数
も
、
一
九
六

O
年
(
昭
和
三
五
)
を

ピ
l
ク
と
し
て
減
少
を
始
め
た
。
結
核
死
亡
数
も
一
九
五
九
年
の
⑧
二

O

八
六
、
⑧
四
六
・
一
ニ
が
一
九
六
五
年
に
は
⑧
二
二
二
一
一
、
@
二
五
・

O
と

な
っ
た
。
全
国
で
は
⑧
二
万
二
三
六
六
、
⑧
二
二
・
八
、
な
の
で
、
全
国

平
均
に
比
し
未
だ
や
や
高
い
が
、
一
九
七
一
年
に
は
全
国
の
⑧
一
万
一
一
一
六

O
入
、
@
一
三
・

O
に
対
し
略
々
同
様
の
⑧
七
一
九
、
⑧
一
三
・
九
と
激

減
し
、
一
九
七
八
年
に
は
、
全
国
計
⑧
八
二
五
入
、
⑧
七
・
二
に
対
し
本

道
の
死
亡
総
数
三
六
二
、
⑧
六
・
七
と
な
り
全
国
平
均
を
下
廻
っ
て
い

る
。
同
じ
年
の
九
州
で
は
大
分
⑧
一
四
・
九
か
ら
最
低
福
岡
の
一

0
・一

ま
で
何
れ
も
二
桁
台
に
あ
る
こ
と
と
比
較
し
て
も
、
結
核
死
亡
数
に
見
る

場
合
北
海
道
の
結
核
対
策
の
効
果
は
明
瞭
で
あ
り
、
結
核
登
録
患
者
総
数

二
万
五
九

O
五
、
そ
の
中
活
動
性
肺
結
核
数
一
六
四
九
も
ま
た
効
果
判
定

の
有
効
-
証
左
と
見
て
差
し
支
え
な
い
。
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」
の
よ
う
に
一
九
四
五
年
(
昭
和
二

O
)
か
ら
一
九
五
五
年
の
聞
に
は

著
し
い
人
口
の
増
加
と
開
発
の
推
進
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
戦
後
北
大
医

専
を
は
じ
め
全
国
医
専
の
学
生
募
集
が
停
止
さ
れ
、
加
え
て
新
制
大
学
の

開
設
が
お
お
む
ね
一
九
五

O
年
以
降
に
な
っ
た
た
め
に
、
新
医
師
養
成
数

が
激
減
し
た
。
し
か
も
国
民
皆
保
険
政
策
の
推
進
に
よ
り
、
何
時
で
も
何

処
で
も
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
と
し
て
医
療
機
関
の
増
設
、
医
師
の
招

聴
が
、
地
方
自
治
体
首
長
選
挙
に
際
し
て
の
公
約
と
な
り
、
医
師
給
与
の

急
増
を
来
た
し
、
医
師
需
給
問
題
を
中
心
と
す
る
医
療
対
策
は
道
政
の
焦

点
と
な
っ
た
。

こ
の
時
に
当
た
り
三
期
一
二
年
続
い
た
革
『
新
道
政
か
ら
保
守
道
政
に
転

換
し
た
町
村
金
五
知
事
は
、
条
例
に
拠
ら
な
い
知
事
直
裁
の
総
合
医
療
対

策
協
議
会
を
設
け
て
意
見
を
求
め
た
。
そ
の
際
話
題
の
重
点
は
へ
き
地
医

療
対
策
で
、
道
内
交
通
網
を
充
実
さ
せ
、
如
何
な
る
地
点
に
で
も
医
師
に

受
診
、
あ
る
い
は
医
師
の
往
診
を
可
能
と
す
る
道
路
の
必
要
性
が
認
め
ら

れ
た
。
こ
れ
を
医
療
道
と
名
付
け
、
林
道
、
農
道
等
と
は
そ
の
目
的
を
異

に
す
る
の
で
、
最
小
限
ジ
l
プ
程
度
の
車
の
通
行
を
可
能
な
ら
し
め
る
よ

う
に
と
の
松
本
委
員
の
提
案
が
あ
り
、
全
員
の
賛
同
を
得
て
開
発
計
画
に

取
り
入
れ
ら
れ
た
。
ま
た
離
島
あ
る
い
は
洋
上
医
療
の
た
め
の
へ
リ
コ
プ

タ

I
導
入
等
が
検
討
さ
れ
た
。

医
師
数
増
加
策
と
し
て
は
、
北
大
お
よ
び
札
幌
医
大
の
学
生
定
数
増
が

要
請
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
医
学
部
卒
業
生
の
数
が
増
し
で
も
、
そ
れ
が
本
道

に
と
ど
ま
っ
て
地
域
医
療
に
参
加
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
こ
と
が
指
摘
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さ
れ
た
。
北
大
医
学
部
卒
業
生
の
本
道
定
着
率
は
五
五
%
(
一
九
五
八
年

調
)
で
、
札
幌
医
大
卒
業
生
の
七
五
%
と
は
非
常
な
隔
た
り
が
あ
る
。
こ

れ
は
そ
れ
ぞ
れ
入
学
者
の
出
身
地
の
差
異
に
負
う
と
考
え
ら
れ
る
。
北
大

入
学
者
に
本
州
出
身
者
の
多
い
原
因
の
一
つ
に
入
学
試
験
場
が
札
幌
と
東

京
の
二
カ
所
に
な
っ
て
い
る
点
が
あ
る
。
入
学
試
験
場
を
一
カ
所
に
す
べ

き
だ
と
の
有
末
委
員
の
主
張
に
対
し
杉
野
自
北
大
学
長
は
卒
直
に
賛
意
を

表
し
た
。
こ
の
問
題
は
教
養
部
に
お
い
て
長
期
間
検
討
の
結
果
、
一
九
六

八
年
度
か
ら
入
学
試
験
は
札
幌
の
み
で
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

急
性
伝
染
病
に
つ
い
て
は
、
戦
後
真
先
に

D
・D
-
T
の
威
力
に
よ
っ
て

発
疹
チ
フ
ス
の
蔓
延
を
抑
え
、
次
い
で
狙
獄
を
き
わ
め
た
赤
痢
の
流
行

も
、
抗
生
物
質
耐
性
菌
の
問
題
を
残
し
つ
つ
も
減
少
し
、
チ
フ
ス
等
水
系

伝
染
病
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
た
。

一
九
六

O
年
(
昭
和
三
五
)
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
夕
張
に
端
を

発
し
た
小
児
麻
痔
が
大
流
行
し
た
が
、
コ
リ
ン
ズ
型
人
工
呼
吸
器
、
通
称

「
鉄
の
肺
」
な
ど
の
導
入
に
よ
る
救
急
医
療
対
策
、
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
経

口
投
与
に
よ
る
予
防
対
策
、
小
児
麻
痔
財
団
の
結
成
に
ま
で
結
び
つ
い
た

北大百年の諸問題

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
対
策
の
結
実
に
よ
っ
て
終
結
を
み
た
。
旭
川
整
肢

学
院
も
こ
れ
に
よ
っ
て
整
備
が
促
進
さ
れ
た
。

こ
れ
よ
り
先
、
肢
体
不
自
由
児
の
医
療
と
教
育
を
併
せ
行
う
た
め
の
道

立
整
肢
学
院
〈
却
設
置
・
河
郁
文
一
郎
同
)
が
で
き
、
労
災
福
祉
事
業
団

は
美
唄
に
整
形
外
科
病
院
(
初
・
若
松
不
二
夫
伺
)
、
岩
見
沢
に
珪
肺
病

院
(
却
・
豊
福
豊

ω)、
釧
路
に
重
症
外
傷
病
院
(
お
・
新
田
一
雄
同
)
を
、

そ
れ
ぞ
れ
開
設
し
た
。
ま
た
、
国
立
札
幌
療
養
所
(
宮
城
行
雄
同
)
は
一

九
五
四
年
、
国
立
八
雲
療
養
所
(
三
島
信
二
帥
)
は
一
九
五
六
年
に
、
そ

れ
ぞ
れ
小
児
結
核
患
者
を
対
象
と
す
る
学
童
病
棟
を
開
設
、
慢
性
の
学
齢

患
者
に
教
育
を
併
せ
行
う
制
度
を
作
っ
た
。
こ
の
時
期
か
ら
精
神
病
院
の

設
立
が
著
し
く
進
み
か
つ
大
型
化
し
、
脳
外
科
病
院
、
整
形
外
科
病
院
等

の
専
門
病
院
も
大
型
化
し
て
き
た
。

昭
和
三
十
年
代
か
ら
肺
手
術
に
引
続
き
心
臓
外
科
の
治
療
も
著
し
く
普

及
さ
れ
た
。

一
九
三
九
年
(
昭
和
一
四
)
中
央
に
発
足
し
た
結
核
予
防
会
は
、
結
核

の
啓
蒙
、
検
診
等
を
行
っ
て
い
た
が
一
九
五
一
年
独
立
し
て
健
康
相
談
所

(
笠
井
義
男
例
|
宮
披
行
雄

ω、
)
を
設
立
、
一
九
六
三
年
に
は
北
海
道
結

核
セ
ン
タ
ー
と
仮
称
し
、
全
道
的
な
検
診
、
予
防
事
業
に
尽
痔
し
た
。
当

初
は
来
所
者
年
間
一
万
二

O
O
O名
程
度
で
あ
っ
た
が
現
在
で
は
年
間
四

万
名
、
集
団
検
診
(
間
接
撮
影
、
読
影
な
ど
〉
四

O
万
ほ
ど
で
あ
り
、
笠

井
義
男
は
一
九
六
七
年
に
保
健
文
化
賞
を
受
け
て
い
る
。

一
九
二
九
年
医
学
部
教
授
今
裕
、
有
馬
英
二
、
中
川
論
、
中
村
豊
、
獣

医
学
部
教
授
市
川
厚
一
等
に
よ
っ
て
、
が
ん
撲
滅
運
動
推
進
役
と
し
て
設

立
さ
れ
た
北
海
道
対
が
ん
協
会
は
一
九
六
三
年
以
来
が
ん
集
団
検
診
を
関

一
九
七

O
年
に
は
検
診
セ
ン
タ
ー
(
田
村
浩
一
一
切
)
を
設
置
し
て
活

発
な
検
診
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
年
間
総
検
診
者
数
二
五
万
名
と
見
ら

ま台



れ
、
一
九
七
八
年
保
健
文
化
賞
を
う
け
て
い
る
。

一
九
六
三
年
(
昭
和
三
八
)
進
行
性
筋
萎
縮
症
専
門
施
設
と
し
て
国
立

八
雲
療
養
所
(
菅
野
誠
専

ω〉
が
指
定
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
六
七
年
か
ら

は
重
症
心
身
障
害
児
の
収
容
が
開
始
さ
れ
た
。
折
柄
需
用
の
減
少
し
た
結

核
病
床
の
う
ち
八
雲
療
一
二

O
床
、
帯
広
療
一
二

O
床
、
美
幌
、
小
樽
各
八

O
床
が
こ
の
よ
う
な
専
門
施
設
に
転
用
さ
れ
さ
ら
に
こ
の
た
め
に
新
設
さ

れ
た
旭
川
療
育
園
二

O
O床
、
大
倉
山
学
園
一

O
O床
等
が
活
躍
し
て
い

る。

北海道の医療と北大医学部

5 

昭
和
四
十
年
代
の
医
療

昭
和
四
十
年
代
に
な
る
と
医
療
技
術
の
細
分
化
が
進
行
し
専
門
病
院
と

し
て
セ
ン
タ
ー
を
標
傍
す
る
も
の
が
数
多
く
な
っ
て
き
た
。
一
九
六
五
年

(
昭
和
四

O
)
二
月
、
夕
張
炭
鉱
に
起
こ
っ
た
ガ
ス
爆
発
事
故
(
死
者
六

一
、
負
傷
一
七
)
に
際
し
て
実
施
し
た
災
害
救
急
対
策
で
は
、
北
大
、
札

幌
医
大
、
国
病
、
労
災
病
等
の
医
療
陣
が
緊
密
な
纏
ま
り
を
も
っ
て
活
躍

し
、
高
圧
酸
素
治
療
器
の
有
効
性
が
認
め
ら
れ
、
事
故
後
直
ち
に
超
大
型

高
圧
酸
素
室
(
北
大
麻
酔
科
古
川
、
武
谷
設
計
)
を
設
備
し
た
ガ
ス
爆
発

救
療
セ
ン
タ
ー
が
設
け
ら
れ
た
。

一
九
六
七
年
(
昭
和
四
二
)
に
は
国
立
札
幌
病
院
を
中
心
と
し
て
、
北

931 

海
道
地
方
が
ん
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
。

一
九
六
八
年
北
海
道
総
合
医
療
対
策
協
議
会
が
設
け
ら
れ
、
次
の
よ
う

な
計
画
を
た
て
こ
れ
を
推
進
し
た
。

ハ
門
医
師
数
増
加
の
た
め
学
生
定
数
の
増
加
を
北
大
に
要
請
、
札
幌
医
大

に
て
実
施
、
旭
川
医
大
新
設
誘
致
、
白
医
師
偏
在
解
消
対
策
と
し
て
医
師
対

策
協
会
の
発
足
、
同
医
療
技
術
職
員
数
の
増
加
を
図
る
。
帥
地
域
医
療
の

確
保
を
図
る
た
め
地
方
セ
ン
タ
ー
病
院
、
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
お
よ
び
地

区
病
院
を
設
け
、
相
互
の
機
能
分
化
促
進
に
よ
っ
て
次
第
に
広
範
に
な
っ

て
き
て
い
る
医
療
圏
(
広
域
医
療
圏
)
の
医
療
の
万
全
を
図
る
。
日
開
無
医

地
区
住
民
の
医
療
確
保
を
図
る
た
め
に
患
者
輸
送
車
の
整
備
を
行
い
、
さ

ら
に
開
発
整
備
途
上
に
あ
る
医
療
道
に
対
し
、
冬
期
の
除
雪
を
実
施
す
る

等
。
さ
ら
に
本
答
申
中
に
、
特
に
地
方
並
び
に
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
に
お
い

て
、
機
能
と
し
て
保
持
す
べ
き
も
の
と
し
て
次
の
よ
う
な
項
目
を
挙
げ

た
。
判
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
、

ω高
度
診
断
検
査
機
能
、
付
成
人
病
セ
ン

タ
ー
(
が
ん
、
循
環
器
、
糖
尿
病
等

)ω
特
殊
疾
病
セ
ン
タ
ー
、
人
工
透

析
セ
ン
タ
ー
等
、
付
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
的
機
能
、
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
等
。

こ
れ
ら
協
議
会
の
建
議
は
逐
次
実
現
さ
れ
、
さ
き
に
設
立
さ
れ
た
道
立

精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
(
吉
川
万
雄
仰
)
地
方
が
ん
セ
ン
タ
ー
等
の
他
、
道

立
小
児
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
(
一
九
七
四
年
設
置
・
南
浦
邦
夫

ω
山
内

員
一
一
旦
茂
帥
)
等
広
域
を
対
象
と
し
た
セ
ン
タ
ー
施
設
が
設
立
さ
れ
た
。
ま
た
、

札
幌
市
医
師
会
(
会
長
金
森
徹
平
帥
)
が
全
国
に
さ
き
が
け
て
設
立
し
た

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
は
全
国
的
に
も
範
と
さ
れ
て
お
り
、
救
急
患
者
の
救
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医療機関数 (1977年〉表2

歯科診療所

1，441 

34，593 

30.3 65.6 7.4 

F引
21;海:1

一般診療所

2，918 

74，894 

院

502 

8，470 

病

人
目
対 27.6 53.8 9.4 

病院診療所病床数(1977年〕表3

染有床診療所

18，302 1，287 6，427 17，395 50，605 75，114 

30.6 -20.6 -526.6 313.6 1，305.6 1，072 

I~全」
北海道

1973 ~ 1977の
平均増減

全国

{云核結ネ申精一般病床数総

209，927 33，472 109，671 290，121 773，739 1，307，003 

道海

全

北
口
万
比

国f
L
O
寸
J

i

，ノー
i
4
V

ハ

236.5 27.3 96.1 254.1 677. 8 1，057.3 

348.9 

療
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
。
ま
た
、
一
九
七
五
年
北
海
道
医
師
会
館
に
設

け
ら
れ
た
健
康
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
道
民
の
医
療
智
識
啓
蒙
に
大
き
な
貢

献
を
し
て
い
る
(
会
長
山
崎
武
夫
同
)
。

四
十
年
代
以
後
の
医
療
は
甚
だ
し
く
細
分
化
さ
れ
、
医
学
教
育
に
お
い

て
も
卒
後
教
育
に
お
い
て
も
高
度
に
分
化
さ
れ
た
医
療
技
術
が
伝
達
さ

れ
、
へ
き
地
等
に
お
い
て
平
易
な
初
療
を
行
う
た
め
に
は
、
あ
ま
り
に
も

狭
い
間
口
で
深
く
入
る
専
門
医
に
な
り
す
、
ぎ
て
、
プ
ラ
イ
マ
リ
l
ケ
ア
ー

を
行
う
こ
と
に
自
信
の
な
い
医
師
、
が
多
く
、
そ
の
た
め
に
さ
ら
に
無
医
村

を
作
る
こ
と
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

割
方
超
え
て
い
る
。

23.8 102.1 326.8 

6 

昭
和
五
十
年
代
の
医
療

962.9 

一
九
七
七
年
(
昭
和
五
二
〉
末
に
お
け
る
道
内
医
療
機
関
の
状
況
は
表

2
、
表
3
に
見
る
よ
う
に
病
院
数
、
病
床
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
全
国
平
均
人

口一

O
万
対
比
の
数
を
比
較
し
て
も
は
る
か
に
多
く
、
か
っ
、
大
型
化
し

て
き
で
お
り
、
設
置
主
体
も
園
、
地
方
自
治
体
お
よ
び
公
的
医
療
機
関
が

多
数
を
占
め
て
い
る
。
結
核
お
よ
び
伝
染
病
床
は
減
少
し
、
結
核
病
床
は

ピ
l
ク
時
に
比
し
四
四
%
と
な
っ
て
い
る
。
一
般
病
床
の
増
加
は
著
し

1，415.7 

く
、
人
口
一

O
万
対
比
で
全
国
平
均
を
五
割
近
く
も
凌
い
で
お
り
、
ま
さ

に
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
が
-
知
ら
な
い
状
態
で
あ
る
。
診
療
所
、
歯
科
診
療
所

と
も
伸
び
悩
ん
で
い
る
が
有
床
診
療
所
の
病
床
数
の
み
が
全
国
平
均
を
五
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--一区分i
地区下________1

北海道|

人口10I全国|

万対比|北海道|

医療技術者数(1977年〉表4

助産婦

1，133 

28，838 

保健婦

1，058 

16，590 

看護婦

23，607 

404，156 

歯科医師

1，893 

45，715 

師

6，039 

138，316 

医

25.2 

20.9 

14.5 

19.5 

354.0 

434.4 

40.0 

34.8 

121. 2 

111.1 

医
療
従
事
者
数
に
つ
い
て
は
表
4
に
見

る
よ
う
に
、
医
師
数
六

O
O
Oを
こ
え
人

口一

O
万
対
比
で
も
全
国
平
均
値
に
迫
っ

て
お
り
、
今
後
の
道
内
医
大
か
ら
の
卒
業

予
定
年
間
二
八

O
名
を
も
っ
て
す
れ
ば
、

数
的
に
は
飽
和
の
状
態
も
予
想
さ
れ
る

が
、
医
療
機
関
と
同
様
に
へ
き
地
解
消
は

程
遠
い
感
で
あ
る
。
看
護
婦
、
保
健
婦
も

全
国
平
均
を
上
廻
っ
て
い
て
、
適
当
数
の

養
成
と
相
ま
っ
て
ほ
ぼ
安
定
し
た
感
が
あ

る
。
助
産
婦
数
に
つ
い
て
は
全
国
平
均
を

下
廻
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
一
九
七

七
年
現
在
、
従
業
者
数
の
約
三
分
の
こ
が

五
O
歳
以
上
の
旧
制
免
許
者
で
あ
り
、
か

っ
、
そ
の
大
部
分
が
開
業
乃
至
母
子
健
康

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
助
産
所
勤
務
で
る
る
の

で
、
今
後
の
助
産
婦
養
成
を
増
す
こ
と
が

緊
急
と
さ
れ
て
い
る
。

7 

地
方
病
的
疾
患
と
北
大
医
学
部

1 

「
イ
ム
」

北
海
道
の
原
住
民
で
あ

る
ア
イ
ヌ
に
独
特
の
精
神
疾
患
と
し
て
「
イ
ム
」
が
あ
る
。

「
イ
ム
」
は
ア
イ
ヌ
語
で
怖
が
る
と
い
う
意
味
で
、
転
じ
て
「
と
っ
こ

に
ば
っ
こ
」
ま
た
は
「
イ
ム
ば
っ
こ
」
と
呼
ん
で
老
女
(
ば
っ
こ
)
の
病

気
と
い
わ
れ
て
い
る
。
「
と
っ
こ
に
」
は
ア
イ
ヌ
語
で
蛇
(
実
は
媛
)
の

こ
と
で
、
ア
イ
ヌ
が
蛇
を
怖
が
る
性
質
が
あ
り
、
「
と
っ
こ
に
」
と
い
う

言
葉
を
き
き
、
あ
る
い
は
蛇
を
見
る
と
狂
い
出
し
、
付
近
の
も
の
を
持
っ

て
誰
れ
彼
れ
の
差
別
な
く
叩
き
つ
け
た
り
、
「
来
い
」
と
い
え
ば
去
り
、

「
去
り
行
け
」
と
い
え
ば
来
る
な
ど
反
対
の
行
動
を
し
た
り
、
あ
る
い
は

相
手
の
す
る
こ
と
を
真
似
す
る
「
エ
コ

l
」
症
状
を
呈
す
る
病
気
で
あ

る
。
北
大
精
神
科
の
初
代
教
授
で
あ
っ
た
内
村
祐
之
は
北
大
在
任
八
年
の

期
間
中
に
、
秋
元
波
留
夫
、
石
橋
俊
美
、
太
田
清
之
、
渡
辺
栄
市
、
中
川

秀
三
、
近
藤
宗
一
等
と
と
も
に
「
イ
ム
」
の
研
究
を
行
っ
た
。
「
イ
ム
」
が

そ
の
形
態
と
し
て
は
、
知
ら
れ
て
い
る
精
神
症
状
の
い
ず
れ
と
も
異
な
っ

た
点
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
「
イ
ム
」
は
ア
イ
ヌ

に
固
有
の
ヒ
ス
テ
リ
ー
状
態
と
見
倣
す
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
し
た
。
ィ

ム
症
状
が
個
人
的
色
彩
に
乏
し
く
、
単
調
、
単
純
、
受
動
的
で
あ
っ
て
、

文
化
人
ヒ
ス
テ
リ
ー
が
能
動
的
か
つ
複
雑
で
個
人
的
変
異
性
強
く
、
反
応

の
意
義
が
明
ら
か
で
あ
る
の
に
比
べ
て
、

一
層
原
始
的
な
形
態
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
い
わ
ば
「
イ
ム
」
は
原
始
的
ヒ
ス
テ
リ
ー
あ
る
い
は
ヒ
ス

テ
リ
ー
の
原
型
と
も
称
し
得
る
も
の
と
し
た
こ
の
説
は
、
心
因
性
反
応
殊

に
ヒ
ス
テ
リ
ー
現
象
を
発
生
学
的
立
場
か
ら
説
明
し
た
も
の
と
し
て
評
価
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さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ア
イ
ヌ
の
固
有
精
神
が
漸
次
稀
薄
と
な
る
に
つ
れ

北大百年の諸問題

て
「
イ
ム
」
の
発
現
は
減
少
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
内
村
ら
は
一
九
三
七

年
の
論
文
に
お
い
て
予
見
し
て
い
る
が
、
現
在
は
そ
の
予
見
の
と
お
り
ほ

と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
。

2
地
方
病
的
甲
状
腺
腫
一
八
九
九
年
(
明
治
三
二
)
に
江
差
町
の
竹

中
成
憲
氏
に
よ
っ
て
北
海
道
西
海
岸
(
福
山
l
久
遠
(
大
成
〉
間
)
に
地

方
病
的
存
在
が
報
告
さ
れ
た
。
一
九
四

O
年
宮
本
栄
二

ωが
稚
内
地
方
に

地
方
病
性
甲
状
腺
腫
の
多
発
を
報
告
し
、
さ
ら
に
一
九
四
一
年
、
利
尻
、

礼
文
島
に
か
な
り
濃
厚
に
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
「
海
岸
性

甲
状
腺
腫
」
で
あ
る
と
報
告
し
た
。
こ
の
時
点
に
お
い
て
北
大
第
一
病
理

教
授
武
田
勝
男

ωは
、
一
九
三
九
年
江
差
町
、
一
九
四

O
年
日
高
海
岸
、

釧
路
、
根
室
、
網
走
、
留
萌
の
諸
地
方
を
調
査
し
て
そ
の
発
生
状
況
を
調

べ
た
。
さ
ら
に
一
九
四
一
年
、
羊
蹄
山
麓
留
寿
都
、
八
雲
、
岩
見
沢
付
近

農
村
(
栗
沢
村
)
お
よ
び
帯
広
市
付
近
大
正
村
等
を
対
照
地
区
と
し
て
検

ベ
、
対
照
地
区
に
は
極
め
て
少
な
い
か
ま
た
は
皆
無
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
こ
の
病
気
は
海
岸
地
方
に
は
著
明
に
認
め
ら
れ
、
権
患
率
は

区
々
で
あ
る
が
、
多
い
所
で
は
平
均
一
八
%
を
一
示
す
所
が
あ
り
、
男
対
女

の
比
は
一
対
二
・
六
、
旧
土
人
に
は
本
症
が
な
い
と
報
じ
て
い
る
。
さ
ら

に
一
九
六

O
年
こ
ろ
か
ら
行
わ
れ
た
北
大
第
二
内
科
(
主
任
鳥
居
敏
雄
教

授
〉
の
鈴
木
邦
治
倒
等
の
業
績
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
に
お
け
る
日
高
、
利

尻
、
礼
文
等
の
海
岸
性
甲
状
腺
麗
の
環
境
因
子
と
し
て
特
異
な
の
は
、
食

生
活
に
お
け
る
海
藻
ま
た
は
ヨ

l
ド
の
過
剰
摂
取
で
あ
る
。
こ
の
病
気
は

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
合
成
が
阻
害
さ
れ
て
、
こ
の
た
め
に
お
こ
っ
た
一
種

の
代
謝
性
甲
状
腺
肥
大
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
鈴
木
ら
は
こ
れ
を
「
ヨ

ー
ド
甲
状
腺
鍾
」
と
し
て
栄
養
食
糧
学
的
な
警
鐘
を
な
ら
し
、
さ
ら
に
検

討
を
続
け
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

3
エ
キ
ノ
コ

γ
ク
ス
症
(
包
虫
症
)
本
書
の
別
項
に
詳
述
さ
れ
る
の

で
本
文
で
は
省
略
す
る
。

4

ア
ニ
サ
キ
ス
症
岩
内
町
石
倉
肇
帥
は
一
九
五
五
年
(
昭
和
三

O
〉

来
急
性
局
所
性
腸
炎
に
つ
い
て
報
告
し
、
こ
れ
が
一
九
三
二
年
ク
ロ
ー
ン

(
5〉

の
発
表
し
た
局
所
性
回
腸
炎
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
。
と
こ
ろ
が
一
九
六
二
年
、
フ
ァ
ン
テ
ィ
l
ル
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た

ア
ニ
サ
キ
ス
症
が
、
実
は
石
倉
の
急
性
局
所
性
腸
炎
と
同
一
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
ア
ニ
サ
キ
ス
は
円
形
動
物
線
虫
類
の
回
虫
科
に
属
し
、
海

棲
晴
乳
類
の
第
一
国
円
に
多
く
寄
生
し
て
お
り
、
現
在
は
鯨
、
あ
ざ
ら
し
な

ど
に
多
く
寄
生
し
て
い
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
本
穫
の
第
一
期
幼
虫
は
第

一
中
間
宿
主
(
多
分
オ
キ
ア
ミ
類
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
)
に
捕

食
さ
れ
、
第
二
期
幼
虫
と
な
り
、
ス
ル
メ
イ
カ
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
等
に
摂

取
さ
れ
て
、
こ
れ
が
刺
身
な
ど
と
し
て
人
体
内
に
侵
入
す
る
。
こ
の
幼
虫

が
人
体
内
に
入
っ
て
来
た
疾
患
を
総
称
し
て
「
ア
ニ
サ
キ
ス
症
」
と
呼

び
、
胃
好
酸
球
性
肉
芽
腫
と
急
性
終
末
回
腸
炎
が
そ
の
代
表
的
疾
患
で
あ

り
、
石
倉
ら
は
こ
の
後
者
を
腸
ア
ニ
サ
キ
ス
症
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
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肉
芽
腫
を
作
ら
ず
、
放
置
し
て
お
く
と
臨
床
的
に
全
治
す
る
場
合
が
多

い
。
こ
の
病
気
は
ア
ニ
サ
キ
ス
幼
虫
を
摂
食
し
な
け
れ
ば
起
き
な
い
の

で
、
岩
内
に
お
け
る
主
な
寄
生
魚
で
あ
る
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
漁
期
と
ほ
と

ん
ど
一
致
し
て
発
症
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
石
倉
は
こ
の
研
究
で

日
本
医
師
会
賞
と
北
海
道
医
師
会
賞
を
う
け
て
い
る
。

こ
の
他
に
最
近
穣
肉
の
ル
イ
ベ
を
摂
食
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
発
症
し
た

筋
肉
線
虫
症
が
報
告
さ
れ
て
お
り
(
国
立
美
幌
療
武
内
清
広
)
、
将
来
地

方
病
的
色
彩
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

5

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
中
毒
地
方
病
と
呼
ぶ
部
類
に
は
入
ら
な
い
が
、
ボ
ツ

リ
ヌ
ス
中
毒
は
そ
の
発
生
件
数
に
お
い
て
他
府
県
に
比
し
極
め
て
多
い

(
一
九
五
一

J
一
九
六
八
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
患
者
数
回

O
一
例
中
本
道

二
八
二
例
七
O
W
A
)
。
道
衛
研
細
菌
科
長
で
あ
っ
た
飯
田
広
夫
伺
(
現
北

大
教
授
〉
ら
の
努
力
で
一
九
五
九
年
様
似
に
お
け
る
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
中
毒
か

ら
、
抗
毒
素
血
清
の
導
入
に
よ
っ
て
成
果
を
挙
げ
、
前
記
患
者
に
つ
い
て

も
致
命
率
は
全
国
二
四
・
七
%
に
対
し
て
本
道
一
八
・
四
%
と
な
っ
た
。

こ
の
中
血
清
使
用
例
の
致
命
率
は
八
・
九
%
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
好
成
績

を
挙
げ
て
い
る
こ
と
を
特
記
し
た
い
。

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
中
毒
の
原
因
は
、

「
い
ず
し
」
や
「
き
り
こ
み
」
等
加
工

過
程
に
お
い
て
全
く
加
熱
調
理
を
う
け
な
い
生
魚
を
原
料
と
す
る
こ
と
に

93ラ

あ
る
。
し
た
が
っ
て
北
海
道
、
東
北
地
方
の
海
岸
、
漁
村
に
多
い
の
で
、

北
海
道
衛
生
部
で
は
こ
の
抗
毒
素
血
清
を
各
保
健
所
に
配
置
し
て
本
患
者

の
発
生
に
備
え
て
い
る
。

〔注〕

(
1
〉
『
新
北
海
道
史
』
第
八
巻
史
料
二
、
北
海
道
第
一
期
拓
殖
計
画
事
業
報

文
、
一
九
七
二
年

(

2

)

『
新
北
海
道
史
』
第
八
巻
史
料
二
、
北
海
道
第
二
期
拓
殖
計
画
実
施
概

要
、
一
九
七
二
年

(
3
〉
『
新
撰
北
海
道
史
』
第
一
一
一
巻
、
一
九
三
七
年

(

4

)

有
馬
英
二
教
授
臨
床
議
議
録
、
一
九
四
一
年

(

5

)

北
海
道
大
学
医
学
部
学
友
会
雑
誌
『
フ
ラ
テ
』
五
十
五
号
、
一
九
六
八

年
(
北
海
道
栄
養
短
期
大
学
学
長
、
一
万
厚
生
省
北
海
道
地
方
医
務
局
長
)
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